
(57)【要約】

【課題】粘性材に対して速度分布に差がなく作用する減

衰装置を配置することで圧力変動を防止し、また、制震

壁等の減衰装置による階層を閉鎖することなく、減衰装

置の大きさを最小限の大きさとする制震装置を提供する

。

【解決手段】建築構造物の上下層間に設置されて上下層

の一方の第１層に一端部が連結される支持脚と、前記第

１層に第１のピン結合される抵抗体と、一端が前記上下

層の他方の第２層に第２のピン結合がなされ他端が前記

抵抗体と第３のピン結合がなされるとともに前記支持脚

の他端部と結合して回転中心ともなるピン支持点が設け

られるアームとからなり、前記ピン支持点から第２のピ

ン結合までの距離と、前記ピン支持点から第３のピン結

合との距離による距離比より変位を増幅させて、増幅さ

せた変位を前記抵抗体に印加することで前記距離比に係

る抵抗力を発生させて前記建築構造物に作用させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 築 構 造 物 の 上 下 層 間 に 設 置 さ れ て 上 下 層 の 一 方 の 第 １ 層 に 一 端 部 が 連 結 さ れ る 支 持 脚
と 、 前 記 第 １ 層 に 第 １ の ピ ン 結 合 さ れ る 抵 抗 体 と 、 一 端 が 前 記 上 下 層 の 他 方 の 第 ２ 層 に 第
２ の ピ ン 結 合 が な さ れ 他 端 が 前 記 抵 抗 体 と 第 ３ の ピ ン 結 合 が な さ れ る と と も に 前 記 支 持 脚
の 他 端 部 と 結 合 し て 回 転 中 心 と も な る ピ ン 支 持 点 が 設 け ら れ る ア ー ム と か ら な り 、 前 記 ピ
ン 支 持 点 か ら 第 ２ の ピ ン 結 合 ま で の 距 離 と 、 前 記 ピ ン 支 持 点 か ら 第 ３ の ピ ン 結 合 と の 距 離
に よ る 距 離 比 よ り 変 位 を 増 幅 さ せ て 、 増 幅 さ せ た 変 位 （ 速 度 ） を 前 記 抵 抗 体 に 印 加 す る こ
と で 前 記 距 離 比 に 係 る 抵 抗 力 を 発 生 さ せ て 前 記 建 築 構 造 物 に 作 用 さ せ る 建 物 の 制 震 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ー ム の ピ ン 支 持 点 が 水 平 ア ー ム 部 と 鉛 直 ア ー ム 部 と の 交 点 と な る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 建 物 の 制 震 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ア ー ム は 鉛 直 ア ー ム の み か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 建 物 の 制 震 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 建 築 構 造 物 の 上 下 層 間 に 設 置 さ れ て 上 下 層 の 一 方 の 第 １ 層 に 一 端 部 が 連 結 さ れ る 支 持 脚
と 、 前 記 第 １ 層 か ら 突 設 さ れ る ２ つ の 基 礎 部 に 水 平 に 掛 け 渡 さ れ て 連 設 さ れ る 抵 抗 体 と 、
一 端 が 前 記 上 下 層 の 他 方 の 第 ２ 層 に 第 ２ の ピ ン 結 合 が な さ れ 他 端 が 前 記 両 抵 抗 体 の 中 間 で
第 ３ の ピ ン 結 合 が な さ れ る と と も に 前 記 支 持 脚 の 他 端 部 と 結 合 し て 回 転 中 心 と も な る ピ ン
支 持 点 が 設 け ら れ る ア ー ム と か ら な り 、 前 記 ピ ン 支 持 点 か ら 第 ２ の ピ ン 結 合 ま で の 距 離 と
、 前 記 ピ ン 支 持 点 か ら 第 ３ の ピ ン 結 合 と の 距 離 に よ る 距 離 比 よ り 変 位 （ 速 度 ） を 増 幅 さ せ
て 、 増 幅 さ せ た 変 位 を 前 記 抵 抗 体 に 印 加 す る こ と で 前 記 距 離 比 に 係 る 抵 抗 力 を 発 生 さ せ て
前 記 建 築 構 造 物 に 作 用 さ せ る 建 物 の 制 震 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ア ー ム と 第 ２ 層 と の 結 合 部 が ル ー ズ ホ ー ル か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ い
ず れ か に 記 載 の 建 物 の 制 震 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 支 持 脚 は 、 ブ レ ー ス 構 造 ま た は 壁 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ い ず れ か
に 記 載 の 建 物 の 制 震 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 支 持 脚 は 、 一 方 が 上 下 層 と 鉛 直 方 向 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 建
物 の 制 震 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 支 持 脚 と 第 一 層 と の 連 結 点 と 、 抵 抗 体 と 第 一 層 と の 連 結 点 が ほ ぼ 重 な る よ う に 配 置 す る
こ と で 支 持 脚 と 抵 抗 体 と が 同 一 面 内 と な る よ う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 建 物 の 制 震 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 抵 抗 体 は オ イ ル ダ ン パ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ い ず れ か に 記 載 の 建 物 の
制 震 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 抵 抗 体 は 履 歴 ダ ン パ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ い ず れ か に 記 載 の 建 物 の 制
震 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 抵 抗 体 は 、 同 軸 上 に 異 な る 半 径 の 内 輪 と 外 輪 と を 備 え て 前 記 内 輪 よ り 前 記 外 輪 に 質 量 が
集 中 す る 回 転 体 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ い ず れ か に 記 載 の 建 物 の 制 震 装
置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 回 転 体 は 、 相 対 変 位 可 能 に 互 い に 接 続 さ れ る 第 １ お よ び 第 ２ の 連 結 部 材 か ら な り 、 こ の
第 １ の 連 結 部 材 は 、 少 な く と も そ の 接 続 側 に 案 内 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 第 一 の ロ ッ ド と 、 こ
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の 案 内 ね じ 部 に 係 合 す る と 共 に 案 内 ね じ 部 と の 相 対 変 位 に 基 づ き 案 内 ね じ 部 上 を 回 転 摺 動
す る よ う 軸 支 さ れ る 案 内 ナ ッ ト と 、 前 記 第 １ の ロ ッ ド よ り 大 き な 径 を 有 す る と 共 に こ の 径
よ り 充 分 大 き な 軸 方 向 長 さ と を 有 し 前 記 案 内 ナ ッ ト を 介 し て 回 転 摺 動 可 能 に 挿 着 さ れ る 円
筒 形 状 回 転 体 と か ら な り 、 前 記 第 ２ の 連 結 部 材 は 、 前 記 円 筒 形 状 回 転 体 及 び 案 内 ナ ッ ト を
収 容 す る 円 筒 形 状 ケ ー シ ン グ か ら な る 減 衰 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も 前 記 円 筒 形 状 ケ ー シ
ン グ の 内 壁 と 前 記 円 筒 形 状 回 転 体 と の 間 隙 に 減 衰 用 の 粘 性 体 お よ び ／ ま た は 粘 弾 性 体 を 充
填 す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 建 物 の 制 震 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 建 築 構 造 物 の 上 下 層 間 に 設 置 さ れ て 上 下 層 の 一 方 の 第 １ 層 に 連 結 さ れ る 支 持 脚 と 、 前 記
第 １ 層 に 連 結 さ れ る 抵 抗 体 と 、 一 端 が 前 記 上 下 層 の 他 方 の 第 ２ 層 に ピ ン 結 合 し て 他 端 が 前
記 抵 抗 体 と ピ ン 結 合 す る と と も に 前 記 支 持 脚 と 回 転 中 心 と も な る ピ ン 支 持 点 が 設 け ら れ る
ア ー ム と か ら な り 、 前 記 ピ ン 支 持 点 か ら の 両 ピ ン 結 合 ま で の 距 離 比 に よ り 変 位 を 増 幅 さ せ
て 、 増 幅 さ せ た 変 位 か ら さ ら に 前 記 距 離 比 に 係 る 抵 抗 力 を 発 生 さ せ て 前 記 建 築 構 造 物 に 作
用 さ せ る 建 物 の 制 震 装 置 を 設 け た 建 築 構 造 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 築 構 造 物 の 制 震 装 置 に 関 し 、 特 に 構 造 物 の 制 震 と 交 通 等 の 振 動 対 策 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 建 物 が 地 震 等 を 受 け て 振 動 す る と 振 動 エ ネ ル ギ ー を 持 ち 、 こ の 振 動 エ ネ ル ギ ー
が 大 き い と 建 物 が 破 壊 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 建 築 構 造 物 の 完 全 な 運 動 方 程 式 は ， エ ネ ル ギ ー 逸 散 を 表 す 項 、 つ ま り 減 衰 力
項 を 含 む 。 こ の 減 衰 力 は 、 粘 性 減 衰 力 と 構 造 減 衰 力 に 区 分 さ れ る 。 そ こ で 、 建 築 構 造 物 の
粘 性 減 衰 力 を 更 に 高 め て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 さ せ て 建 物 の 破 壊 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 粘 性 減 衰 力 は 速 度 依 存 性 を 有 す る 。 す な わ ち 、 粘 性 材 に 作 用 す る 歪 み 速 度 、 す な わ
ち 速 度 を せ ん 断 隙 間 で 割 っ た 商 で あ る 歪 速 度 が 大 き く な れ ば 、 大 き な 減 衰 力 す な わ ち 抵 抗
力 を 発 生 す る 。 ま た 、 粘 性 材 と そ れ に 接 す る 容 器 等 と の 接 触 面 積 を 増 大 す れ ば 大 き な 減 衰
力 を 発 生 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 制 震 壁 に 粘 性 体 を 用 い た 例 に お け る 速 度 と 減 衰 力 と の 関 係 を 図 ８ の グ ラ フ に 示 す
。 図 ８ は 、 振 動 数 を １ Ｈ ｚ 、 粘 性 材 を 介 し て 接 触 す る ２ 種 の 部 材 間 の 隙 間 ｄ ｙ ＝ ５ ｍ ｍ 、
粘 性 材 粘 度 を μ ３ ０ 、 ３ ０ ℃ に お い て ９ ７ 、 ０ ０ ０ poiseか つ 温 度 ２ ０ ℃ の 時 の 速 度 と 面
積 １ ｃ ｍ ２ に お け る 粘 性 減 衰 力 の 関 係 を 示 し た も の で あ る 。 粘 性 減 衰 力 は 、 略 ２ ０ カ イ ン
（ ｃ ｍ /ｓ ） Ａ 点 ま で 速 度 に 比 例 し て 増 大 し 、 速 度 が ２ ０ カ イ ン を 超 え る と 減 衰 力 は 略 一
定 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 現 実 に 発 生 し 得 る 大 地 震 で あ っ て も 層 間 速 度 は １ ０ カ イ ン 程 度 （ 図 ８ の Ｂ 点 ）
に し か な ら な い 。 す な わ ち 、 大 地 震 が 発 生 し て も 粘 性 材 は そ の 減 衰 力 の 最 大 能 力 を 発 生 し
て い な い こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の た め 、 層 間 速 度 を 増 幅 さ せ て 減 衰 力 の 増 大 を 図 る 必 要 性 が 生 じ て い た 。 例 え ば 、 層
間 速 度 を 増 幅 さ せ る 手 段 と し て 、 梃 子 の 原 理 を 利 用 す る 方 法 が 、 出 願 人 ら に よ っ て 特 許 文
献 １ に お い て 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 層 間 変 形 を 同 じ く 壁 制 震 ダ ン パ と 梃 子 の 原 理 を 用 い た ダ ン パ に つ い て 開 示 さ れ て
い る 。 特 に 複 数 層 に 及 ぶ 大 き な 層 間 変 形 を 利 用 し て 大 き な 減 衰 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 １ ７ ０ ４ ２ ４ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ １ ４ ２ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ で は 、 第 ２ 抵 抗 板 に よ っ て 粘 性 材 に 作 用 す る 増 幅 さ れ た 速 度
は 、 回 転 中 心 で あ る ピ ン か ら の 距 離 に よ っ て 異 な る 。 す な わ ち 、 上 部 階 か ら 回 転 中 心 ま で
の 距 離 と 比 較 し て 回 転 中 心 か ら の 距 離 が 短 い 点 の 速 度 は 、 却 っ て 本 来 の 層 間 速 度 よ り 梃 子
の 原 理 に よ っ て 減 少 す る 。 さ ら に 、 粘 性 材 に 作 用 す る 速 度 が 回 転 中 心 か ら の 距 離 に よ っ て
異 な る の で 、 各 部 位 で の 減 衰 力 が 異 な り 、 粘 性 材 に 圧 力 変 動 が 生 じ る 。 す な わ ち 、 粘 性 材
に 同 一 の 速 度 で 作 用 す る 必 要 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 各 装 置 に ２ 階 層 分 の 領 域 が 必 要 で あ り 、 装 置 が 巨 大 で あ る と い
う 課 題 が 生 じ て い る 。 さ ら に 、 抵 抗 体 と し て 制 震 壁 を 用 い る が 、 そ の 大 き さ が 大 き い た め
に 、 ２ 階 層 の う ち １ 階 層 を 全 て 閉 鎖 す る 必 要 が あ り と い う 課 題 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 粘 性 減 衰 装 置 の コ ス ト は 、 抵 抗 体 の 減 衰 力 に よ っ て 決 ま る 。 例 え ば 、 減 衰 力 が
１ ０ ０ ト ン の 抵 抗 体 の 値 段 は 、 減 衰 力 が ２ ０ ト ン の 抵 抗 体 の 値 段 の ３ ～ ５ 倍 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 減 衰 装 置 の 精 度 は 、 増 幅 す る 前 の 減 衰 装 置 の 大 き さ が 小 さ く な る ほ ど 高 ま る た め
、 大 き な 減 衰 力 を 得 る た め に は 増 幅 機 構 を 使 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 粘 性 材 に 対 し て 速 度 分 布 に 差 が な く 作 用 す る 減 衰 装 置 を 配 置 す る
こ と で 圧 力 変 動 を 防 止 し 、 ま た 、 制 震 壁 等 の 減 衰 装 置 に よ る 階 層 を 閉 鎖 す る こ と な く 、 減
衰 装 置 の 大 き さ を 最 小 限 の 大 き さ と す る 制 震 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 に 係 る 建 物 の 制 震 装 置 は 、 建 築 構 造 物 の 上 下 層 間 に
設 置 さ れ て 上 下 層 の 一 方 の 第 １ 層 に 一 端 部 が 連 結 さ れ る 支 持 脚 と 、 前 記 第 １ 層 に 第 １ の ピ
ン 結 合 さ れ る 抵 抗 体 と 、 一 端 が 前 記 上 下 層 の 他 方 の 第 ２ 層 に 第 ２ の ピ ン 結 合 が な さ れ 他 端
が 前 記 抵 抗 体 と 第 ３ の ピ ン 結 合 が な さ れ る と と も に 前 記 支 持 脚 の 他 端 部 と 結 合 し て 回 転 中
心 と も な る ピ ン 支 持 点 が 設 け ら れ る ア ー ム と か ら な り 、 前 記 ピ ン 支 持 点 か ら 第 ２ の ピ ン 結
合 ま で の 距 離 と 、 前 記 ピ ン 支 持 点 か ら 第 ３ の ピ ン 結 合 と の 距 離 に よ る 距 離 比 よ り 変 位 （ 速
度 ） を 増 幅 さ せ て 、 増 幅 さ せ た 変 位 （ 速 度 ） を 前 記 抵 抗 体 に 印 加 す る こ と で 前 記 距 離 比 に
係 る 抵 抗 力 を 発 生 さ せ て 前 記 建 築 構 造 物 に 作 用 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 ア ー ム の ピ ン 支 持 点 が 水 平 ア ー ム 部 と 鉛 直 ア ー ム 部 と の 交 点 と な っ て も よ く
、 ま た ア ー ム は 鉛 直 ア ー ム の み か ら 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 建 物 の 制 震 装 置 は 、 建 築 構 造 物 の 上 下 層 間 に 設 置 さ れ て 上 下 層 の
一 方 の 第 １ 層 に 一 端 部 が 連 結 さ れ る 支 持 脚 と 、 前 記 第 １ 層 か ら 突 設 さ れ る ２ つ の 基 礎 部 に
水 平 に 掛 け 渡 さ れ て 連 設 さ れ る 抵 抗 体 と 、 一 端 が 前 記 上 下 層 の 他 方 の 第 ２ 層 に 第 ２ の ピ ン
結 合 が な さ れ 他 端 が 前 記 両 抵 抗 体 の 中 間 で 第 ３ の ピ ン 結 合 が な さ れ る と と も に 前 記 支 持 脚
の 他 端 部 と 結 合 し て 回 転 中 心 と も な る ピ ン 支 持 点 が 設 け ら れ る ア ー ム と か ら な り 、 前 記 ピ
ン 支 持 点 か ら 第 ２ の ピ ン 結 合 ま で の 距 離 と 、 前 記 ピ ン 支 持 点 か ら 第 ３ の ピ ン 結 合 と の 距 離
に よ る 距 離 比 よ り 変 位 を 増 幅 さ せ て 、 増 幅 さ せ た 変 位 （ 速 度 ） を 前 記 抵 抗 体 に 印 加 す る こ
と で 前 記 距 離 比 に 係 る 抵 抗 力 を 発 生 さ せ て 前 記 建 築 構 造 物 に 作 用 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 そ の う え 、 ア ー ム と 第 ２ 層 と の 結 合 部 が ル ー ズ ホ ー ル か ら な っ て も よ く 、 支 持 脚 は 、 ブ
レ ー ス 構 造 で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 支 持 脚 は 、 一 方 が 上 下 層 と 鉛 直 方 向 に 配 置 さ れ て も
よ い 。 ま た 、 支 持 脚 と 第 一 層 と の 連 結 点 と 、 抵 抗 体 と 第 一 層 と の 連 結 点 が ほ ぼ 重 な る よ う
に 配 置 す る こ と で 支 持 脚 と 抵 抗 体 と が 同 一 面 内 と な る よ う に 配 置 さ れ て も よ い 。 そ の 上 、
抵 抗 体 は オ イ ル ダ ン パ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 抵 抗 体 は 、 同 軸 上 に 異 な る 半 径 の 内 輪 と 外 輪 と を 備 え て 前 記 内 輪 よ り 前 記 外 輪 に
質 量 が 集 中 す る 回 転 体 か ら な っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 回 転 体 は 、 相 対 変 位 可 能 に 互 い に 接 続 さ れ る 第 １ お よ び 第 ２ の 連 結 部 材 か ら な
り 、 こ の 第 １ の 連 結 部 材 は 、 少 な く と も そ の 接 続 側 に 案 内 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 第 一 の ロ ッ
ド と 、 こ の 案 内 ね じ 部 に 係 合 す る と 共 に 案 内 ね じ 部 と の 相 対 変 位 に 基 づ き 案 内 ね じ 部 上 を
回 転 摺 動 す る よ う 軸 支 さ れ る 案 内 ナ ッ ト と 、 前 記 第 １ の ロ ッ ド よ り 大 き な 径 を 有 す る と 共
に こ の 径 よ り 充 分 大 き な 軸 方 向 長 さ と を 有 し 前 記 案 内 ナ ッ ト を 介 し て 回 転 摺 動 可 能 に 挿 着
さ れ る 円 筒 形 状 回 転 体 と か ら な り 、 前 記 第 ２ の 連 結 部 材 は 、 前 記 円 筒 形 状 回 転 体 及 び 案 内
ナ ッ ト を 収 容 す る 円 筒 形 状 ケ ー シ ン グ か ら な る 減 衰 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も 前 記 円 筒 形
状 ケ ー シ ン グ の 内 壁 と 前 記 円 筒 形 状 回 転 体 と の 間 隙 に 減 衰 用 の 粘 性 体 お よ び ／ ま た は 粘 弾
性 体 を 充 填 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 建 築 構 造 物 は 、 建 築 構 造 物 の 上 下 層 間 に 設 置 さ れ て 上 下 層 の 一 方
の 第 １ 層 に 連 結 さ れ る 支 持 脚 と 、 前 記 第 １ 層 に 連 結 さ れ る 抵 抗 体 と 、 一 端 が 前 記 上 下 層 の
他 方 の 第 ２ 層 に ピ ン 結 合 し て 他 端 が 前 記 抵 抗 体 と ピ ン 結 合 す る と と も に 前 記 支 持 脚 と 回 転
中 心 と も な る ピ ン 支 持 点 が 設 け ら れ る ア ー ム と か ら な り 、 前 記 ピ ン 支 持 点 か ら の 両 ピ ン 結
合 ま で の 距 離 比 に よ り 変 位 を 増 幅 さ せ て 、 増 幅 さ せ た 変 位 か ら さ ら に 前 記 距 離 比 に 係 る 抵
抗 力 を 発 生 さ せ て 前 記 建 築 構 造 物 に 作 用 さ せ る 建 物 の 制 震 装 置 を 設 け て も よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 実 施 の 形 態 を 、 図 １ 乃 至 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 一 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 ４ は 、 建 築 構 造 物 の 柱 １ と 、 梁 ２ 、 ３ と に よ っ て 構 成 さ れ た 架 構
内 に 設 置 さ れ る 。 こ の 梁 ２ 、 ３ の 間 に 、 支 持 脚 ６ ａ ， ６ ｂ と 、 減 衰 コ マ ８ ａ ， ８ ｂ と 、 ア
ー ム １ ８ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 支 持 脚 ６ ａ ， ６ ｂ は 、 上 側 の 梁 ２ に Ｖ 字 状 に 上 端 が そ れ ぞ れ 連 結 さ れ る 。 減 衰 コ マ ８ ａ
， ８ ｂ は 、 前 記 上 側 梁 ２ に ２ 点 で そ れ ぞ れ 第 １ の ピ ン ７ ａ ， ７ ｂ に よ っ て ピ ン 結 合 さ れ る
。 一 方 、 減 衰 コ マ ８ ａ ， ８ ｂ の 下 端 は 、 柱 に 対 し て 水 平 に 配 置 さ れ る ア ー ム １ ８ の 両 端 と
第 ３ の ピ ン １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ に よ っ て ピ ン 結 合 が な さ れ る 。 ア ー ム １ ８ の 中 央 で 前 記 支 持 脚
６ ａ ， ６ ｂ の 下 端 と ピ ン 支 持 点 １ ４ で 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 ア ー ム １ ８ は 、 こ の ピ ン 支
持 点 １ ４ か ら 鉛 直 下 方 向 に 延 設 さ れ 下 端 が 梁 ３ に 第 ２ の ピ ン １ ０ に よ っ て ピ ン 連 結 さ れ る
。 ピ ン 結 合 １ ０ に お け る 開 口 部 は 上 下 移 動 可 能 と な る よ う に ル ー ズ ホ ー ル （ ピ ン － ロ ー ラ
） が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 さ れ 抵 抗 体 で あ る 減 衰 コ マ ８ ａ ， ８ ｂ を 示 し 、 速 度 増 幅 部 ３ ０ と 、 伝
達 部 ３ ２ と 、 減 衰 部 ３ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。 速 度 増 幅 部 ３ ０ 内 に そ の 端 部 か ら ね じ 溝 の 刻
設 さ れ た 案 内 ね じ 部 ３ ６ が 挿 入 さ れ 、 ボ ー ル ベ ア リ ン グ ４ ０ を 介 し て 案 内 ナ ッ ト ４ ２ と 螺
合 さ れ 、 こ の 案 内 ナ ッ ト ４ ２ は 速 度 増 幅 部 ３ ０ の 外 筒 ４ ４ と ス ラ ス ト 軸 受 け ４ ６ を 介 し て
回 転 可 能 に 接 合 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 案 内 ナ ッ ト ４ ２ は 伝 達 部 ３ ２ 内 で 回 転 内 筒 ４ ８ と 接 合 さ れ て 、 回 転 内 筒 ４ ８ は 減 衰
部 ３ ４ 内 を 回 動 す る 。 減 衰 部 ３ ４ の 外 筒 ５ ０ と 回 転 内 筒 ４ ８ の 間 に は 粘 性 体 ５ ２ が 封 入 さ
れ 外 筒 ５ ０ 端 部 の シ ー ル ５ ４ で 封 止 さ れ 、 粘 性 体 ５ ２ が 漏 れ な い 構 造 と な っ て い る 。 こ の
リ ニ ア 軸 ５ ６ と 外 筒 ５ ０ の 一 方 が 、 ア ー ム １ ８ と ピ ン 接 合 し 、 他 方 が 上 側 梁 ２ と ピ ン 結 合
と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 係 る 構 成 に お い て 、 建 物 が 地 震 力 や 風 力 を 受 け て 振 動 す る と そ の 振 動 エ ネ ル ギ ー （ 層 間
に 生 じ た 相 対 速 度 ） は 、 梁 ３ か ら ピ ン 結 合 １ ０ を 介 し て ア ー ム １ ８ に 伝 達 さ れ 、 か つ ア ー
ム １ ８ の ピ ン １ ４ を 中 心 と す る 振 動 に よ っ て 増 幅 さ れ る 。 増 幅 比 は 、 ピ ン １ ４ か ら ピ ン １
０ ま で の 距 離 に 対 し て ピ ン １ ４ か ら ピ ン １ ２ ａ 又 は １ ２ ｂ ま で の 距 離 の 比 と な る 。 ピ ン １
２ ａ 又 は １ ２ ｂ か ら 減 衰 コ マ ８ ａ ， ８ ｂ に 対 し て 収 縮 と 伸 張 の 効 果 が 生 じ る 。 相 対 変 位 か
ら 発 生 さ れ る 圧 縮 お よ び 引 張 り の 両 荷 重 に 対 応 し て 、 案 内 ね じ 部 ３ ６ 上 を 回 転 し 且 つ 図 示
上 下 方 向 へ 摺 動 す る よ う 軸 支 さ れ て い る 。 ね じ 部 の 直 線 変 位 を 回 転 内 筒 の 回 転 運 動 に 変 換
す る 簡 単 且 つ 小 形 な （ 特 に 、 長 手 方 向 に 延 在 さ れ た ） 構 成 で 、 し か も 、 従 来 の こ の 種 の 装
置 に 比 較 し て 極 め て 大 き な 減 衰 効 果 を 容 易 に 達 成 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 得 ら れ た 粘
性 減 衰 力 は 梃 子 比 倍 の 抵 抗 力 と な っ て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 際 の 地 震 で 発 生 す る 振 動 を 本 発 明 に 適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 ピ ン １
４ か ら ピ ン １ ０ ま で の 距 離 １ に 対 し て ピ ン １ ４ か ら ピ ン １ ２ ａ 又 は １ ２ ｂ ま で の 距 離 の 比
で あ る 梃 子 比 を ５ と 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ は 、 こ の 場 合 に 、 地 震 で 層 間 速 度 ５ カ イ ン が 生 じ た 場 合 、 従 来 の 梃 子 比 が な い 場 合
に は 、 １ ｃ ｍ ２ 当 り ０ ． ５ ２ ５ ｋ ｇ /ｃ ｍ ２ の 抵 抗 力 が 生 じ る 。 本 発 明 に お い て は 、 梃 子
比 が ５ で あ る た め 速 度 は ５ × ５ ＝ ２ ５ カ イ ン に 増 幅 さ れ 、 粘 性 材 部 に お け る 粘 性 減 衰 力 は
１ ． ２ ０ ６ ｋ ｇ /ｃ ｍ ２ と 約 ２ ． ３ 倍 と な る 。 こ の 粘 性 減 衰 力 が 梃 子 比 倍 の 抵 抗 力 と な る
か ら 、 １ ． ２ ０ ６ ｋ ｇ /ｃ ｍ ２ × ５ ＝ ６ ． ０ ３ ｋ ｇ /ｃ ｍ ２ の 抵 抗 力 を 得 る こ と と な る 。 従
っ て 、 従 来 の 抵 抗 力 で あ る ０ ． ５ ２ ５ ｋ ｇ /ｃ ｍ ２ に 比 し て １ １ 倍 の 抵 抗 力 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 層 間 速 度 が １ ０ カ イ ン の 場 合 は 、 従 来 型 は ０ ． ８ ５ ２ ４ ｋ ｇ /ｃ ｍ ２ で 本 発 明 は 粘 性 材
部 の 粘 性 減 衰 力 は １ ． ２ ０ ６ ｋ ｇ /ｃ ｍ ２ と 変 わ ら ず 、 従 っ て ６ ． ０ ３ ｋ ｇ /ｃ ｍ ２ の 抵 抗
力 を 得 、 性 能 は 従 来 比 で 約 ７ 倍 と な る 。 こ の こ と は 同 じ 減 衰 力 を 得 る た め に 、 内 壁 の 鋼 板
面 積 を 性 能 比 倍 小 さ く 製 造 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 あ る い は 、 従 来 、 制 震 壁 等 に 使 用 さ れ て い た 粘 度 は 高 い も の の 温 度 依 存 性 の 大 き い ポ リ
イ ソ ブ チ レ ン に 代 わ り 、 ポ リ イ ソ ブ チ レ ン に 比 べ て 粘 度 は 低 い が 温 度 依 存 性 の 小 さ い シ リ
コ ー ン 等 の 材 料 の 使 用 が 可 能 と な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 二 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 ７ ４ は 、 建 築 構 造 物 の 柱 １ と 、 梁 ２ 、 ３ と に よ っ て 構 成 さ れ た 架
構 内 に 設 置 さ れ る 。 こ の 梁 ２ 、 ３ の 間 に 、 支 持 脚 ７ ６ ａ ， ７ ６ ｂ と 、 油 圧 ダ ン パ ７ ８ ａ ，
７ ８ ｂ と 、 ア ー ム ８ ８ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 支 持 脚 ７ ６ ａ ， ７ ６ ｂ は 、 上 側 の 梁 ２ に Ｖ 字 状 に 上 端 が そ れ ぞ れ 連 結 さ れ る 。 一 方 、 前
記 上 側 梁 ２ に 基 礎 部 ７ ９ ａ 、 ７ ９ ｂ が 両 柱 の 近 傍 で そ れ ぞ れ 鉛 直 下 向 き に 突 設 さ れ る 。 油
圧 ダ ン パ ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ は 、 こ の 両 基 礎 部 ７ ９ ａ 、 ７ ９ ｂ の 間 に 連 設 し て 挿 入 さ れ て 、 そ
れ ぞ れ 両 基 礎 部 ７ ９ ａ 、 ７ ９ ｂ の 側 面 か ら 水 平 方 向 に 突 設 さ れ る 。 両 油 圧 ダ ン パ ７ ８ ａ ，
７ ８ ｂ の 中 央 で ピ ン ８ ２ に よ っ て ア ー ム ８ ８ の 一 端 が ピ ン 結 合 し 、 他 端 が 梁 ３ に ル ー ズ ホ
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ー ル ８ ０ で ピ ン 結 合 す る 。 ア ー ム ８ ８ の 下 端 近 傍 で 支 持 脚 ７ ６ ａ ， ７ ６ ｂ の 下 端 と ピ ン ８
４ で ア ー ム ８ ８ は 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 二 の 実 施 例 に お け る 油 圧 ダ ン パ ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ の 構
造 を 示 す 。 シ リ ン ダ ９ ０ の 内 部 に シ リ ン ダ ９ ０ の 内 径 よ り 小 さ い 外 形 で あ る ピ ス ト ン ９ ２
と 、 ピ ス ト ン ９ ２ か ら 垂 直 に 立 設 し て シ リ ン ダ ９ ０ の 外 部 に 突 出 し て い る ロ ッ ド ９ ４ と か
ら 構 成 さ れ 、 シ リ ン ダ ９ ０ 内 に は オ イ ル ９ ６ で 満 た さ れ 、 ピ ス ト ン ９ ２ の 一 部 に オ イ ル ９
６ の 通 路 と な る オ リ フ ィ ス ９ ８ が 開 口 さ れ る 。 こ の た め 、 ピ ス ト ン ９ ２ は シ リ ン ダ ９ ０ 内
を 長 手 方 向 に 摺 動 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 係 る 構 成 に お い て 、 建 物 が 地 震 力 や 風 力 を 受 け て 振 動 す る と そ の 相 対 速 度 （ 層 間 に 生 じ
た 相 対 速 度 ） は 、 梁 ３ か ら ピ ン 結 合 ８ ０ を 介 し て ア ー ム ８ ８ に 伝 達 さ れ る 。 相 対 速 度 は 、
ピ ン ８ ４ を 中 心 と す る 梃 子 の 効 果 に よ っ て ピ ン ８ ２ に お い て 増 幅 さ れ る 。 増 幅 率 は 、 ピ ン
８ ４ か ら ピ ン ８ ０ の 距 離 に 対 し て ピ ン ８ ４ か ら ピ ン ８ ２ へ の 距 離 の 比 と な る 。 ピ ン ８ ２ か
ら 油 圧 ダ ン パ ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ に 対 し て 増 幅 し た 収 縮 と 伸 張 の 効 果 が 生 じ る 。 増 幅 さ れ た 相
対 速 度 は 油 圧 ダ ン パ の ロ ッ ド ９ ４ を 介 し て オ イ ル ９ ６ を 押 圧 ま た は 引 張 す る こ と で 減 衰 効
果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 例 ２ で は 油 圧 ダ ン パ を 用 い た が 減 衰 コ マ で も 当 然 に 達 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ Ｂ に 、 本 実 施 例 ２ に お い て 、 制 震 装 置 の 奥 行 き を さ ら に 薄 型 化 し た 本 発 明 に 係 る 実
施 例 を 示 す 。 薄 型 化 を 可 能 と す る た め に 、 油 圧 ダ ン パ ７ ８ ｂ 、 ７ ８ ｃ の 長 さ を ブ レ ー ス 構
造 の 梁 と の 連 結 部 分 同 士 の 長 さ よ り 短 く す る こ と が あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 Ｖ
ブ レ ー ス 構 造 ７ ６ ｃ 、 ７ ６ ｄ と 油 圧 ダ ン パ ７ ８ ｂ 、 ７ ８ ｃ を 同 一 平 面 内 に 配 置 が 可 能 と な
る た め 薄 型 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ Ｃ は 、 図 ３ Ｂ に お け る Ａ Ａ 断 面 図 で あ り 、 Ｖ ブ レ ー ス 構 造 ７ ６ ｃ と 油 圧 ダ ン パ ７ ８
Ｃ と が 同 一 平 面 状 に 配 置 さ れ る こ と が 明 ら か で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 三 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 １ ０ ４ は 、 建 築 構 造 物 の 柱 １ と 、 梁 ２ 、 ３ と に よ っ て 構 成 さ れ た
架 構 内 に 設 置 さ れ る 。 こ の 梁 ２ 、 ３ の 間 に 、 支 持 脚 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ と 、 減 衰 コ マ １ ０
８ と 、 ア ー ム １ １ ８ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 支 持 脚 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ は 、 上 側 の 梁 ２ に 連 結 さ れ る が 、 一 方 の １ ０ ６ ａ は 筋 交 い と
し て の 機 能 を 有 し な が ら 斜 め に 梁 ２ に 連 結 さ れ 、 １ ０ ６ ｂ は 鉛 直 上 に 梁 ２ に 連 結 さ れ る 。
減 衰 コ マ １ ０ ８ は 、 前 記 上 側 梁 ２ に 第 １ の ピ ン １ ０ ７ に よ っ て ピ ン 結 合 さ れ る 。 一 方 、 減
衰 コ マ １ ０ ８ の 下 端 は 、 柱 に 対 し て 水 平 に 配 置 さ れ る ア ー ム １ １ ８ の 一 端 と 第 ３ の ピ ン １
１ ２ に よ っ て ピ ン 結 合 が な さ れ る 。 ア ー ム １ １ ８ の 他 端 で 前 記 支 持 脚 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ
の 下 端 と ピ ン 支 持 点 １ １ ４ で 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 ア ー ム １ １ ８ は 、 こ の ピ ン 支 持 点 １
１ ４ か ら 鉛 直 下 方 向 に 延 設 さ れ 下 端 が 梁 ３ に 第 ２ の ピ ン １ １ ０ に よ っ て ピ ン 連 結 さ れ る 。
ピ ン 結 合 １ １ ０ に お け る 開 口 部 は 上 下 移 動 可 能 と な る よ う に ル ー ズ ホ ー ル が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る こ と で 、 支 持 脚 の 一 方 が 鉛 直 方 向 に 延 在 す る た め 、 一 定 の 広 さ の
空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 係 る 構 成 に お い て 、 建 物 が 地 震 力 や 風 力 を 受 け て 振 動 す る と そ の 振 動 エ ネ ル ギ ー （ 層 間
に 生 じ た 相 対 速 度 ） は 、 梁 ３ か ら ピ ン 結 合 １ １ ０ を 介 し て ア ー ム １ １ ８ に 伝 達 さ れ 、 か つ
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ア ー ム １ １ ８ の ピ ン １ １ ４ を 中 心 と す る 回 転 に よ っ て 増 幅 さ れ る 。 増 幅 比 は 、 ピ ン １ １ ４
か ら ピ ン １ １ ０ ま で の 距 離 に 対 し て ピ ン １ １ ４ か ら ピ ン １ １ ２ ま で の 距 離 の 比 と な る 。 ピ
ン １ １ ２ か ら 減 衰 コ マ １ ０ ８ に 対 し て 増 幅 し た 収 縮 と 伸 張 の 効 果 が 生 じ る 。 相 対 変 位 か ら
発 生 さ れ る 圧 縮 お よ び 引 張 り の 両 荷 重 に 対 応 し て 、 案 内 ね じ 部 ３ ６ 上 を 回 転 し 且 つ 図 示 上
下 方 向 へ 摺 動 す る よ う 軸 支 さ れ て い る 。 ね じ 部 の 直 線 変 位 を 回 転 内 筒 の 回 転 運 動 に 変 換 す
る 簡 単 且 つ 小 形 な （ 特 に 、 長 手 方 向 に 延 在 さ れ た ） 構 成 で 、 し か も 、 従 来 の こ の 種 の 装 置
に 比 較 し て 極 め て 大 き な 減 衰 効 果 を 容 易 に 達 成 す る こ と が で き る
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 本 発 明 に 係 る 実 施 例 １ の 変 形 例 で あ っ て 、 第 一 に 支 持 脚 と 減 衰 コ マ と が 同 時 に 配 置
可 能 と な る 実 施 例 を 図 ６ Ａ 、 図 ６ Ｂ 、 図 ６ Ｃ 、 図 ６ Ｄ 、 図 ６ Ｅ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ６ Ａ は 、 支 持 脚 １ ３ ６ ａ ， １ ３ ６ ｂ の 連 結 点 と 減 衰 コ マ １ ２ ８ と の 梁 と の 連 結 を 一 致
さ せ る よ う に 配 置 す る 。 本 実 施 例 で は 、 ア ー ム １ ３ ８ の 長 さ を 延 長 し 、 支 持 脚 １ ３ ６ ａ ，
１ ３ ６ ｂ と 梁 ２ と の 連 結 点 １ ２ ７ ａ ， １ ２ ７ ｂ か ら 鉛 直 に 減 衰 コ マ を 垂 下 さ せ る と ア ー ム
１ ３ ８ の 端 部 と な る 様 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 配 置 す る こ と で 支 持 脚 １ ３ ６ ａ ， １ ３ ６ ｂ と 、 減 衰 コ マ と ア ー ム と を 一 体 面
上 に 配 置 で き る た め 極 め て 省 ス ペ ー ス と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 図 ６ Ｂ は 、 減 衰 コ マ の 長 さ を 延 長 し 、 そ の 結 果 支 持 脚 １ ３ ６ ｃ ， １ ３ ６ ｄ と 梁 ２
と の 連 結 点 １ ２ ７ ｂ に 減 衰 コ マ が 連 結 す る よ う 配 置 す る も の で あ る 。 同 様 に 、 支 持 脚 １ ３
６ ｃ ， １ ３ ６ ｄ と 、 減 衰 コ マ １ ２ ８ ａ と ア ー ム １ ３ ８ ａ と を 一 体 面 上 に 配 置 で き る た め 極
め て 省 ス ペ ー ス と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ Ｃ 、 図 ６ Ｄ 、 図 ６ Ｅ に 、 実 施 例 ４ で あ っ て さ ら に 梃 子 比 を 向 上 さ せ た 実 施 例 を 示 す
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ア ー ム １ ３ ８ ｂ の 幅 を 増 大 さ せ て 、 ア ー ム １ ３ ８ ｂ の 中 央 に 支 持 脚 １ ３ ６ ｅ 、 １ ３ ６ ｆ
と の 連 結 用 ピ ン １ ３ ３ ｃ と 、 梁 ３ と の 連 結 用 ピ ン １ ３ １ ｃ を 設 け る こ と で ピ ン １ ２ ９ ｃ と
ピ ン １ ３ ３ ｃ と の 距 離 に 対 す る ピ ン １ ３ ３ ｃ と ピ ン １ ３ １ ｃ の 距 離 を 短 く す る こ と で 梃 子
比 を 稼 ぐ こ と が で き る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 図 ６ Ｄ 、 図 ６ Ｅ に 示 す よ う に 支 持 脚 １ ３ ６ ｅ 、 １ ３ ６ ｆ と 減 衰 コ マ １ ２ ８ ｂ と を
同 一 面 上 に 配 置 し た た め 制 震 装 置 の 薄 型 化 が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 図 ７ に 示 す よ う に 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 を 連 接 し て 配 置 す る こ と で よ り 制 震 効 果
を 高 め る こ と が で き る 。 特 に 支 持 脚 に 加 わ る 反 力 は 、 斜 め に 梁 ２ に 連 結 さ れ て い る た め 、
反 力 を 鉛 直 成 分 と 水 平 成 分 と に 分 割 す る と 連 設 制 震 装 置 の 反 力 の 鉛 直 成 分 が 互 い に 打 ち 消
し あ う こ と と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 に よ り 、 広 い 空 間 を 有 し て コ ス ト の 削 減 が 可 能 と な る た め 、 地 震 の
発 生 が 想 定 さ れ る 構 造 物 や 、 日 常 的 に 交 通 に よ る 振 動 が 発 生 し て い る 構 造 物 に 適 用 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 一 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 一 の 実 施 例 に 適 用 す る 減 衰 コ マ の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 二 の 実 施 例 の 構 成 図 を 示 す 。
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【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 二 の 実 施 例 の 構 成 図 を 示 す 。
【 図 ３ Ｃ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 二 の 実 施 例 の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 二 の 実 施 例 に お け る 油 圧 ダ ン パ の 構 成 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 三 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 四 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ っ て 減 衰 コ マ が 鉛 直 向 き と
な る も の で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 四 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ っ て 減 衰 コ マ が 斜 め と な る
も の で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 四 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｄ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 四 の 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｅ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 四 の 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 制 震 装 置 の 第 四 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 粘 性 減 衰 力 の 速 度 依 存 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 減 衰 コ マ の 軸 速 度 と 軸 減 衰 力 の 依 存 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
１ 　 柱
２ ， ３ 　 梁
４ 　 制 震 装 置
６ ａ ， ６ ｂ 　 支 持 脚
７ ａ ， ７ ｂ 　 第 １ ピ ン
８ ａ ， ８ ｂ 　 減 衰 コ マ
１ ０ 　 第 ２ の ピ ン
１ ２ ａ ， １ ２ ｂ 　 第 ３ の ピ ン
１ ４ 　 ピ ン 支 持 点
１ ８ 　 ア ー ム
３ ０ 　 速 度 増 幅 部
３ ２ 　 伝 達 部
３ ４ 　 減 衰 部
３ ６ 　 案 内 ね じ 部
３ ８ 　 リ ニ ア 軸 受 け ベ ア リ ン グ
４ ０ 　 ボ ー ル ベ ア リ ン グ
４ ２ 　 案 内 ナ ッ ト
４ ４ 　 外 筒
４ ６ 　 ス ラ ス ト 軸 受 け
４ ８ 　 回 転 内 筒
５ ０ 　 外 筒
５ ２ 　 粘 性 体
５ ４ 　 シ ー ル
５ ６ 　 リ ニ ア 軸
７ ４ 　 制 震 装 置
７ ６ ａ ， ７ ６ ｂ 　 支 持 脚
７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ 　 油 圧 ダ ン パ
７ ９ ａ ， ７ ９ ｂ 　 基 礎 部
８ ０ 　 ル ー ズ ホ ー ル
８ ８ 　 ア ー ム
８ ２ 　 ピ ン
８ ４ 　 ピ ン
９ ０ 　 シ リ ン ダ
９ ２ 　 ピ ス ト ン
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９ ４ 　 ロ ッ ド
９ ６ 　 オ イ ル
９ ８ 　 オ リ フ ィ ス
１ ０ ４ 　 制 震 装 置
１ ０ ７ 　 ピ ン
１ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ 　 支 持 脚
１ ０ ８ 　 減 衰 コ マ
１ １ ０ 　 第 ２ の ピ ン
１ １ ２ 　 第 ３ の ピ ン
１ １ ４ 　 ピ ン 支 持 点
１ １ ８ 　 ア ー ム
１ ２ ７ ａ ， １ ２ ７ ｂ 　 連 結 点
１ ３ ６ ａ ， １ ３ ６ ｂ 　 支 持 脚
１ ３ ８ 　 ア ー ム
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【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ６ Ｃ 】

【 図 ６ Ｄ 】

【 図 ６ Ｅ 】

(11) JP 2007-211503 A 2007.8.23



【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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